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2成分形シリル化アクリレート系シーリング材
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2023年の新春を迎え、謹んでご挨拶申し上げます。
皆様におかれましては、新たな気持ちで新年を迎えられたことと存じます。
これまで組合運営に携わり、組合活動を皆様とのご協力のもとで積み重ね努力してま
いりました。
主な活動といたましては、シーリング技能士検定試験、シーリングスクール、出前講
座、シーリンググランプリの開催など皆様のご協力のもと運営してまいりました。
出前講座は若年技能者人材育成支援の一環でものづくりマイスター等を派遣し、若者
に少しでも興味を示してももらうように講座を開いております。また、シーリンググ
ランプリは職人同士の技量を切磋琢磨することで、各々の技能の向上を目指すとともに、
シーリング技能士の立場向上、及び業界の発展を目的としております。
建設業界の若者離れ、建築従事者が高齢化のため技術の伝承が出来なく技術者や技能
者の確保・育成問題がまだまだ続いております。
昨年の夏の近畿地方は例年より21日早く、一昨年より19日早い梅雨明けで、これまで
最も早く猛暑が続いたものですが、熱中症の危険性が極めて高く初めて熱中症警戒ア
ラートが発表されたものでした。コロナ緊急事態制限が解除となり日常生活が少しずつ
もどりつつありますが、追い打ちをかけて食料品、ガソリンの値上げと我々消費者に
とっては厳しい現状です。しかしながら、一方では大阪万博まで1000日を切り、少し待
ち遠しいことと思います。
昨年８月にはシーリング技能士１級及び２級の検定試験を、コロナウィルス対策を行
ない、会場での配慮も考え行ないました。さらに、11月には初心者向けのシーリングス
クールも開講し、中国シ協、四国シ協からも参加をいただき、活気あふれるものとなり
ました。また、１月には出前講座を修成建設専門学校において実施するとともに、３月
末には全国シーリンググランプリの開催を予定しております。
まだまだ厳しい現状ではありますが、皆様方のご協力のもと、挑戦し続ける企業とし
て、組織力、培った技術力、人財を最大限に活用して社会のニーズに対応できる事業に
進化し続け、ものづくり企業として「品質のこだわり」お客様により高い満足を提供で
き、社会に貢献できる組合を目指して行きたいと思います。
共に取り組み一歩一歩前に進んでいきたいと思っております。
これまでと同様に皆様からのより一層のご支援、ご指導を賜りますよう宜しくお願い
申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

年 頭 の ご 挨 拶
理事長　 藪　内　俊　則

(阪南工業株式会社)

理事長挨拶
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当組合の新年互礼会が令和５年１月６
日に「ホテルモントレ大阪」でご来賓、
賛助会、なにわ会、組合員の多数が出席
して、竹田幸平理事の司会で開催されま
した。ご来賓としては公明党の石川博崇
参議院議員、佐藤茂樹衆議院議員秘書の
浮田広宣氏、大阪府職業能力開発協会の
藤井清事務局次長、林田和也アドバイ
ザー、大阪府中小企業団体中央会の柴田
昌幸専務理事、日本シーリング材工業会
の荒井哲也大阪支部長にご臨席賜りました。

まず、はじめ
に藪内俊則理事
長から開宴にあ
たって「皆様、
あけましておめ
でとうございま
す。令和５年新
年互礼会の開催
にあたり、一言

ご挨拶申し上げます。皆様には輝かしい
希望に満ちた新年をお迎えになられたこ
とと思います。さて、３年前のコロナウ
イルスとの戦いも、ひと段落し、今年は
久々の行動制限のないお正月を迎えるこ
とが出来ました。明るい未来に向けた新
しい希望の持てる年としたいと思います。
大阪の景気状況をみますと、2025年大阪

万博に伴いホテル建設を始め、大型プロ
ジェクトがあり、大阪駅前北ヤード、淀
屋橋再開発など多くの物件があり、また、
タワーマンションの建設も数多く見受け
られます。大阪の建設景気は、好調に推
移するのではないでしょうか。我々の業
界は長年人手不足に悩まされており一人
でも多くの有職者を確保するため、当組
合では、今年は修成建設専門学校へ１月
20日に出前講座を実施いたします。昨年
は、11月３日に入職者５年目までの新人
を集めシーリングスクールを開講いたし
ました。毎年実施しております技能検定
は関シ協のメイン事業でございます。毎
年数多くの技能士を輩出しております。
今年は３年間のコロナから脱却し、新た
な出発の年にしたいと思います。これか
らも皆様方のご支援、ご協力をよろしく
お願いいたします。最後になりましたが、
今年も当会にご出席の皆様方のご会社の
発展とご健勝、ご多幸を祈念いたしまし
て、私の挨拶とかえさせていただきま
す。本日は、誠にありがとうございまし
た。」と挨拶されました。
次にご来賓の方々のご紹介の後、ご来
賓を代表して石川博崇参議院議員から
「改めまして、2023年あけましておめで
とうございます。本日は関西シーリング

新年互礼会開催

藪内俊則理事長 挨拶

新年互礼会
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工事業協同組合
の皆様方の新年
互礼会がかくも
盛大に開催され
ています事、心
よりお喜び申し
上げますととも
に、常日頃より

各地域におきまして、街の発展とそして
建設の基盤でありますシーリング工事業
の発展、そして人材育成などにご尽力い
ただき、心より敬意と感謝を申し上げた
いと思います。また、本日はお招きを賜
りまして、このようなご挨拶の機会をい
ただきまして、有難うございます。藪内
理事長からもお話しがあったように昨年
までコロナとの戦い、またウクライナ情
勢による物価高、燃料価格の高騰、さら
にはさまざまな建築資材の流通における
困難さなど、課題が山積しておりました
けれども、いよいよ今年以降、大阪、関
西におきましては2015年大阪万博、その
他の様々な駅前の再開発、さらにはその
後想定されておりますIR等、この大阪
の活性化、発展に向けた事業が多く期待
されているところでございます。いよい
よ今年は卯年でもございます、飛躍の年
として明るい希望が見込まれるそういっ
た年にしていかなければならないと私も
年始より決意をさせていただいていると
ころでございます。関西シーリング工事
業協同組合の皆様方からは毎年大阪公務

におきまして、政策要望懇談会を実施さ
せていただき、現場の抱えられている
様々な課題、人手不足、資材の高騰、あ
るいは技能検定試験を始めとする、人材
育成における課題など、ご導導、ご鞭撻
を頂いているところです。そうしたお声
を受け、一つ一つ国政にも、国土交通省
を始め働きかけ実績を出させていただい
ていることにこの場をお借りして感謝申
し上げたいと思います。特に人手不足の
解消を図っていくために組合員の皆様が
働きがいのある処遇環境を整えていくこ
とがなによりも重要でございます。こ
の10年間公共工事における設計労務単
価、毎年引き上げの実現を図っていくこ
とが出来ておりますけれども、今、岸田
改革をあげて物価上昇がある中で、処遇
の改善、賃金の上昇ということを経済界
にも要請をしています。今年も設計労務
単価の結果が間もなく発表されようかと
思いますが、まさに政府が、行政が、率
先してこういった賃上げの流れを作って
いくためにも、これまで以上の設計労務
単価の引き上げを実現できるように皆様
方とともに働きかけを強めてまいりたい
と考えております。また、建設キャリア
アップシステムの登録も昨年全国で100
万人を超えたと伺っています。今後この
建設キャリアアップシステムに登録され
た技能、キャリアを踏まえた標準的な賃
金、こうしたものも国として示していく
とゆう流れを作っていくと伺っています。

石川博崇参議院議員 挨拶

新年互礼会
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こうしたことを一つ一つ着実に進めてい
く中で、シーリング業界をはじめとする
建設業界をより魅力ある業界とし、若い
方々を含め目指していただける、希望を
持っていただける、そうゆう業界の実現
に向けて、今後とも全力を尽くしてまい
りたいと、そのように決意をしていると
ころです。本年一年間の関シ協の皆様の
益々のご健勝、ご多幸、そしてご発展お
祈り申し上げて、私からのご挨拶とさせ
ていただきます。」と挨拶されました。
続いて、藪内俊則理事長へ「大阪府中
小企業団体中央会会長表彰」が中央会の
柴田昌幸専務理事より授与されました。

次に祝電の紹介があり、最後に、来賓
を代表して荒井日本シーリング材工業会
大阪支部長が「皆様、新年あけましてお
めでとうございます。2023年の新春を迎
え謹んでお慶び申し上げます。今年も業
界の発展に寄与してまいりますので、ご
指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願いい
たします。昨年の大きなイベントとしま

しては、２月に北京冬期オリンピックが
開催されまして、日本は冬のオリンピッ
クでは最多となる18個の金メダルを獲得
することが出来ました。また、記憶に新
しいですが、11月から12月にかけてカ
タールでサッカーワールドカップが開催
されまして、日本は惜しくもベスト16と
なりましたが大躍進し日本中が熱狂しま
した。建築業界を取り巻く環境と致しま
しては、コロナウイルスの感染の拡大が
停滞する中徐々に回復傾向にあったもの
の、ロシアによるウクライナ進行に始ま
る世界経済の影響による、先程お話があ
りましたが、原価価格の高騰、急激な円
安、物価の上昇など不安定な状況とな
りました。今年の干支に関しましては、
「みずのと・う」にあたり、これは、去
年までで様々な苦の区切りがつき、次へ
と向かっていくと言われているようです。
2023年が明るく良い年になりますように
願いまして、乾杯に、移らむさせていた
だきたいと思います。それでは関西シー
リング工事業協同組合とここにご列席の
皆様のご健勝とご多幸を祈念しまして乾
杯。」とのご発声の後、懇親会となりま
した。
中締めは、萬谷誠副理事長から「改め
まして、皆様、あけましておめでとうご
ざいます。本日は関シ協互礼会にたくさ
んお集まりいただきまして、本当にあり
がとうございます。心より感謝申し上げ
ます。まだまだコロナ過ですが、こうし

藪内理事長へ中央会会長表彰を柴田専務理事より授与

新年互礼会
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て新年早々皆様
方とお会いでき
た、お顔が見ら
れたことは、本
当に喜ばしいこ
とと思っており
ます。関シ協も
令和５年コロナ

の感染対策を施しながら色々な活動を再
開していきたいと思っております、まず
第一弾は１月の20日に修成建設専門校で
出前講座を行います。これは３年ぶりと
なりますが、今後においてシーリング防
水業界に若者が来てくれるかどうかを試
しながら、PRしていきたいと思います。
そして３月25日に全国シーリングクラン
プリを行います。
これも３年ぶりとなりますが、今回は
日シ工連が主催ということで、名実とも
に全国シーリンググランプリの開催とな

ります。東シ協も今回から本格的に参加
すると聞いております。シーリンググラ
ンプリは若い人の意見で、職人さんのモ
チベーションを上げるために、こうゆう
イベントがしたい、という意見が理事会
で承認されまして今回９回目となり、い
よいよ全国展開となって、北は北海道か
ら南は九州までシールが、誰が一番うま
いか、という選手が集まります。甲子園
のごとく、開催地は大阪であります。あ
る意味これはシールが日本一上手い人を
決める大会ではありますが、お祭り的な
イベントでもあります。全国の選手がモ
チベーションを上げてやっていけるかど
うか、のっていけるかどうか、というの
は応援、見学、ギャラリーが大切なこと
だと思います。ここでお願いしたいのは、
ここにお集まりの組合員、賛助会員、な
にわ会員の皆様、３月の25日に大阪予選、
本選の決勝がありますので、みんなが盛

荒井哲也大阪支部長 乾杯

萬谷副理事長 中締め

新年互礼会
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り上がれるように、できれば一人でも多
くの方が見学に来ていただいて、また応
援をしていただくと、いうことをこの場

をお借りしてお
願いしたいと思
います。どうぞ、
よろしくお願い
いたします。ま
た、８月には予
定どおり技能検
定試験、またレ

クリエーションといいますか、ゴルフコ
ンペもありますのでご参加の程、よろし
くお願いします。最後になりますが、こ
こにいらっしゃいます、皆様のご健勝と
ご多幸を祈念いたしまして、締めのご挨
拶とさせていただきます。」との締めの
挨拶があり、続けて、伊藤昌宏相談役理
事の大阪締めでお開きとなりました。

全体風景

伊藤昌宏相談役理事 大阪締め

新年互礼会
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シーリングスクールの開催

・基礎知識と技術の習得
　シーリング防水工事の基礎知識を学ぶ「シーリングスクール」を兵庫県尼崎市の尼崎
リサーチ・インキュベーションセンターで11月３日に開催されました。
　若手技能者の知識の育成を目的として実施したもので、講師は経験豊富な組合員が務
め、関シ協から15社29名。中国シ協から２社３名、四国シ協から１社３名の総計18社35
名が講義と実戦形式を交えながらの講習を受講しました。

　最初に、藪内理事長から
「本日は、シーリング防水工事の基礎に関して、色々
な角度から講義を実施します。一日の講義となります
が、頑張って受講していただきますようお願いします。
受講者の技術の向上に役立ててもらえばうれしく思い
ます。」
と開講に際しての挨拶があり、カリキュラムの開始です。
　午前中の最初は、作業場で起こる危険に対する予知
の仕方や災害防止策の考え方、有機溶剤など危険物の取り扱い方についての講義です。

　加えて、シーリング材の種類や適切なシーリ
ング材の選び方、組合せ方、実際にシーリング
防水工事で行う際の工具の種類、作業手順につ
いて受講しました。
　受講者たちは緊張した面持ちで講師の講義を
熱心に聞いていました。

　午後からは８チームに分かれて、実践です。
　実技架台と実際の工具を用いて、まず、養生
のためのマキシングテープを貼り、次に目地の
プライマー塗布、シーリングの打設などシーリ
ング防水工事の一連の作業に挑戦しました。

藪内理事長 挨拶

座学講習の様子

シーリングスクールの開催
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2022　シーリングスクールカリキュラム

開 催 日：令和４年11月３日（木・祝）
開催場所：尼崎リサーチ・インキュベーションセンター

時　　間 進行／カリキユラム 講　　師
９：00～９：15 受付 事務局

９：30～９：40 開校式
・挨拶

森本理事
藪内理事長

９：45～10：25 安全について　危険物 森本理事
10：30～11：40 シーリング材と選び方 蛎崎理事
11：45～12：10 シーリング防水工事計画、作業環境 家本理事
12：10～13：00 昼食
13：00～14：00 シーリング工事の手順 坂中理事

14：15～16：40 実技 坂中理事・小西理事
蛎崎理事・家本理事

16：45～17：00 閉校式
・閉講式挨拶

竹田専務理事
萬谷副理事長

　中には、初めてシーリングの打設を行う受講者もおり、講師のアドバイスを受けなが
ら初めて扱う工具に悪戦苦闘しつつ作業を進めていました。
　時間の許す限り何度も挑戦する者や自分たちで打設した架台を写真に撮る者も見受け
られ、少し緊張気味ではありましたが、受講者全員が真剣に取り組んでいました。
すべての講義の終了後に萬谷副理事長から本日の講評と閉会の挨拶があり、シーリング
スクールは終了しました。

実践風景１ 実践風景２

シーリングスクールの開催
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氏　名 会社名 その他

1 宮
ミヤ

地
ジ

　智
トモ

弘
ヒロ
新 和 化 工 ㈱

関西シーリング
工事業協同組合

2 中
ナカ

村
ムラ

　真
マ

琴
コト

エマール工業㈱

3 中
ナカバヤシ

林　祐
ユウ

記
キ ㈱ 大 阪 防 水
工 業 所

4 藤
フジ

野
ノ

　和
カズ

馬
マ

㈱ 大 協 建 材
5 阿

ア

部
ベ

　彩
アヤ

斗
ト

6 湊
ミナト

　　視
シ

温
オン

7 平
ヒラ

紙
ガミ

　一
カズ

弥
ヤ

8 藪
ヤブ

内
ウチ

八
ハ チ ベ イ

兵衛 阪 南 工 業 ㈱

9 大
オオ

石
イシ

　裕
ユウ

樹
キ
㈱日建テクノス

10 南
ミナミ

　　翔
ショウゴ

悟
㈱ムツミ技研

11 山
ヤマ

本
モト

　晶
ショウタ

太

12 曽
ソ

和
ワ

　優
ユウ

斗
ト

㈱ ミ ツ ケ ン13 谷
タニ

村
ムラ

　　咲
サキ

14 井
イノ

上
ウエ

　慎
シン

也
ヤ

15 平
ヒラ

井
イ

　祐
ユウ

次
ジ

㈱ 七 星
16 坂

サカ

口
グチ

総
ソウジロウ

司郎

17 中
ナカ

生
オ

　海
ウミ

月
ツキ

棚 田 建 材 ㈱
18 藤

フジ

井
イ

　宥
ユウ

人
ト

19 閻
エン

　　　斌
ヒン

20 宗
ムネ

重
シゲ

　　遼
リョウ

21 山
ヤマ

田
ダ

賢
ケン

太
タ

郎
ロウ
ア ジ ッ ク ㈱

22 宮
ミヤ

本
モト

　真
マ

輝
キ
㈱ジョウナン

23 川
カワ

西
ニシ

　竜
リュウヘイ

平
ジ ャ パ ン
マテリアル㈱24 小

コヤナギ

柳　拓
タク

世
ヨ

25 土
ド

井
イ

謙
ケン

太
タ

郎
ロウ

氏　名 会社名 その他

26 森
モリ

　　大
ダイ

希
キ

フ ヨ ー ㈱
大 阪 支 店 関西シーリング

工事業協同組合

27 安
ア

達
ダチ

　文
フミ

也
ヤ

28 小
コ

室
ムロ

真
シン

之
ノ

介
スケ

29 松
マツ

下
シタ

　　剛
タケシ モ リ シ タ

化 学 産 業 ㈱

30 山
ヤマ

下
シタ

　　拓
タク

福 明 工 業 ㈱ 四国シーリング
工事業協同組合31 伊

イ

記
キ

　　郷
サト

32 藤
フジ

原
ワラ

　会
アト ム

努

33 吉
ヨシ

田
ダ

　知
トモ

宏
ヒロ

㈱サンゼオン 中国シーリング
工事業協同組合34 磯

イソ

谷
タニ

　剛
タケ

史
シ

35 石
イシ

田
ダ

　雄
ユウ

大
ダイ
㈱ツキタニ工業

関シ協シーリングスクール受講
令和４年11月３日

シーリングスクールの開催
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出前講座
シーリング防水工事（修成建設専門学校)

　今年は修成建設専門学校で以下の日程で出前講座を実施しました。

修成建設専門学校出前講座カリキュラム

場所：修成建設専門学校　開催日　令和５年１月20日㈮
１年生　18名（井上　嘉亮 先生）
２年生　16名（山本　順也 先生）
・シーリング工事座学　１年生、２年生合同座学　34名
・シーリング工事実習　１年生、２年生合同実習　34名（８班）

　午前中、藪内理事長の開校挨拶で授業が開始されました。
「改めまして、おはようございます。
先生からご説明がありました関西シーリング工事業
協同組合、シーリング防水工事を生業としている業
者です。
シーリングと申しましても後程、説明があります
が、建築の大事な部分、窓ガラスのシールであった
り、コンクリート壁など、多岐にわたって色々な箇
所がありますが、そんな箇所のジョイント部分を安
定シーリング材で接着させて密閉するという、簡単
に言いますと、そうゆう作業をやっている組合です。
今後の皆さんの就職先として考えていただければ幸いです。
今日一日色々なことでわからない事などありましたら、質問していただきたいと思い
ます。
シーリング工事については、全て答えさせていただきますので、頑張って聞いて頂き
たいと思います。本日はよろしくお願いいたします。」

藪内理事長開校 挨拶

出前講座
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　次に、平井委員より座学によるシーリン
グ防水工事の講義を実施しました。
　講義内容は、建築物の基本、建築物と
シーリング防水、シーリングとは、シー
リング材とは、シーリング材の役割等々、
シーリング防水工事の基本となるものです。

　午後からは、笹岡委員長の解説、坂口委
員の実技によるシーリング防水工事の講義、
学生による実習が８班に分かれて実施しま
した。
　実習内容は下地処理、バックアップ材の
取り付け、テープ養生、プライマーの塗布、
シーリング材の充填と打ち込みなど作業を
一通り体験するものです。
　各班には１名の組合員が講師となり実技
指導を行いました。

　受講した学生全員が、積極的に、真剣に実技に取り組んでいました。
　また、講師に積極的に質問をしている姿も印象的でした。

平井委員による講義

笹岡委員長、坂口委員による実技講義

学生さんの実習の様子１ 学生さんの実習の様子２

出前講座



－　 －12

　実技講義の後、生徒を代表して、一年生の長谷 真良君、二年生の為行 亮太君からお
礼の言葉を頂きました。

生徒代表の挨拶（一年生　長谷 真良）
「本日はお忙しい中、ありがとうございました。
合同授業ということで、緊張もしていましたが、
組合員さんのおかげで楽しく実践授業を受ける
ことが出来ました。
いつも学校ではできない防水工事にスポットを
あてて勉強することが出来ました。
また他の工事にも興味がわいたと思います。そ
れで、また就活にもあたっていきたいと思いま
す。ありがとうございました。」

生徒代表の挨拶（二年生　為行 亮太）
「本日は、ありがとうございました。
僕たち二年生、卒業して、就職するんですけ
ど、シーリングの実習、今日の実習はとても
良かったです。座学は正直、ちょっと眠たかっ
たですが、実習になると楽しかったし、職人さ
ん、やっぱり凄いなと思いました。また、どこ
かの現場でお会いしたら、よろしくお願いしま
す。ありがとうございました。」

　最後に萬谷副理事長から閉校の挨拶があり、一
日の工程を終了し、閉校となりました。
「今日はどうも、お疲れ様でした。
そして、ありがとうございました。
朝から座学、昼から実習ということで、シーリ
ング防水工事というのは、こういうことやと、
分かっていただいたのではないかなあ、と思い
ます。

生徒代表の挨拶（一年生　長谷 真良)

生徒代表の挨拶（二年生　為行 亮太)

萬谷副理事長閉校の挨拶

出前講座
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シール工事は部材がある所には必ずあります。ジョイント部分をシールでふさぐ。
今日、やったのはパネルです。パネルの裏側には鉄の下地があります。雨が入ったら
錆びてきてダメになる。というように下地を腐らせないという意味でも、シールとい
うのは大事な役割があります。我々は専門工事ですけれど、プロの集団です、ぜひま
たご縁がありましたら、シール工事、ぜひ一度考えてみてください。今日はどうも有
難うございました。」

※ シーリング防水工事を受講して、後日、学校からレポートの提出がありました。
　受講生のみなさんの主な感想は以下のとおりです。

〇座学で学べたこと

一年生
・シーリングをする意味や、施工方法の詳しいことまで知ることができた。
・資格や給料や女性社員、外国人がいるかなど会社のことを学べました。
・ 建築材料を組み合わせる際にできる隙間を埋める作業のことをシーリングといい、こ
のシーリングを防水に応用し、隙間や目地を埋めて水の侵入を防ぐ防水工事が、シー
リング防水工事と言うことがわかった。

集合写真

出前講座



－　 －14

・ シーリングでなにを防ぐことが出来るかを学ぶことが出来た。シーリングの大切さを
知れた。
・ 仕事のやりがい、必要な資格、外国人労働者の有無、これから防水の業界に入るに際
し、働いていく上で重要な事が学べた。
二年生
・ シーリングの能力がどこまで強いか、わかりました。学校や色々な建物に使われてい
ると聞いたのでみつけようと思いました。
・ シーリングについて学んだ。バックアップ材とかが何なのかが知れた。どんな場所に
使うのかとか、シーリングのことがよく知れた。
・ シーリングのことは授業で少し勉強していたけど、より詳しく教えてもらい、シーリ
ングの重要性がどういった場所に使うのかなど、よりシーリングについての理解が深
まって、凄く良かった。

〇実習で学んだこと

一年生
・ 見るのとやるのでは、全然違いました。タイミングとか、加減が重要でとても難し
かったです。
・バックアップ材を入れる意味やプライマーの役割がよくわかりました。
　また、シーリング材を吸い取って打っていく方法を学ぶことができました。
・プライマーをちゃんと塗ったり、テープをちゃんと貼らないといけない。
・豪快にするところと丁寧にする所があって、難しいと思った。
　最後、コテでならすのが一番たいへんだった。ねかす角度を学べた。
・施工順序を学べ、教科書には載っていない技術を教えて頂けたこと。

二年生
・マスキングテープの難しさ。シーリングをガンで打つ難しさ。
　プライマーは上端と下端に塗ること。
・テープの貼り方、シーリングの混ぜ方、充填の難しさ。
　簡単そうに見えて、本当に難しい。
・ 直角にテープを貼ることの難しさ。バックアップ材は、本当は、幅などが変わってく
るのでその修正が大変。シーリングの打つ難しさ。ならすのに力の入れ具合など難し
かったです。

出前講座
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・ シーリングの実習をして、とても難しかったです。バックアップ材を入れるところか
ら打つところまで簡単ではない技術だと思いました。
・マキシングテープは角に貼るとき、20度の角度をつけてから繋げて貼る。
　目地に重なると仕上げに空気が入ってしまう。
・コテの調整が難しかったです。改めて職人さんは凄いなと思いました。
・シーリングを隙間にいれるのが想像以上に難しかったです。
　隙間に入れたシーリングをコテでならすのも難しかったです。

〇感想

一年生
・ やっぱり職人さんの技術は凄いなと思いました。すごく良い機会ですごく良い経験に
なりました。来年はもう少しキレイに仕上げられるようになりたいです。
　あともう少し、作業の量を増やして欲しいです。
・ シーリングを打つのは上手く出来たが、仕上げをするのが難しかった。
　楽しかった。良い経験が出来た。
・ 実習で初めてシーリング作業をしてみて、職人さんは簡単そうにやっているので、簡
単なのかなと思っていたら、思った以上に難しくて驚きました。
・なかなか出来ない経験が出来てよかったです。
・良い経験が出来たかなと思った。難しかったけど、楽しく出来た。
　また次は頑張りたい。
・完成した時に、良いと褒められたので、うれしかったです。
・組合の皆様、ありがとうございました。
　業界で働くのに考え方などで大事なことを聞くことが出来ました。

二年生
・日本一の先生に教えてもらって大満足です。
　初めての経験でしたが、楽しかったです。
　テープも、お手本では簡単に見えましたが、とても難しかったです。
　楽しかったです。ありがとうございました。
・とても難しかったです。とても貴重な体験が出来てよかったです。
・ 初めてシーリング体験をさせてもらってシーリングの難しさや楽しさが知ることが出
来ました。これから自分も仕事で関わってくると思うので良い経験が出来ました。あ

出前講座
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りがとうございました。
・ 就職前に貴重な経験が出来てすごく良かったと思います。そして、現場でも頑張って
いきたいと思います。
・今回、この実習を受けてこの仕事はすごく大変な仕事だと思いました。
　 見ているだけでは簡単だったのに、やってみたら意外と難しいことがあったので逆に
面白かったです。
・ 普通の授業だけでは、シーリングについて深く理解できなかったけど、プロの話を聞
いたり、実際に間近で見せてもらうことで、シーリングについて、より深く理解する
ことが出来て、良かったです。
・ 建築のなかでも分かれていて、その中の一つでも怠ってはいけない大切さと、シーリ
ングのおかげで家が快適に過ごせることが解りました。
　お金をもらう仕事はやっぱり難しい。

出前講座
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明けましておめでとうございます。
令和５年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
関西シーリング工事業協同組合様、なにわ会様、賛助会員の皆様には、旧年中に賜り
ましたご厚情に、深く感謝申し上げます。今年も業界のさらなる発展に寄与して参りま
すので、ご指導ご鞭撻の程、何卒宜しくお願い申し上げます。
昨年は、新型コロナウイルス感染流行による行動制限が解除され、オンライン開催や
開催中止になっていたイベントが徐々に復活しました。カタールサッカーワールドカッ
プでは、日本が強豪国を次々と打ち破る姿に日本中が熱狂しました。
また、来日される外国人観光客も少しずつ増えてきており、日常を取り戻しつつある
ように感じます。
さて、関西エリアでは、2025年開催予定の大阪万博に向けての建設関連工事やインフ
ラ整備などで建設業界は底堅い需要が見込めるのではないかと思います。
ロシアのウクライナ侵攻や資材の高騰など不安定な状況が続いておりますが、明るく
良い年となりますことを願います。

日本シーリング材工業会昨年の主な活動について
・ ６月９日～６月11日　2022年度検定・講習試験。
　新型コロナ感染予防のため開催が見送られており、３年ぶりの開催となりました。
　 東京会場では定員予定枠を上回る141名、福岡会場では56名、合計197名に受験いただ
き、156名が合格されました。
・９月28日～９月29日　2022年　ISO／TC59／SC８（米国）会議に参加。
　 ９か国、総勢36名でうち10名が会議室で参加し、26名がZOOMを活用して出席する
ハイブリッドミーティングでの開催となりました。
　当工業会からは、４名が参加いたしました（会議室参加：３名、Web参加：１名)。

本年度のシーリング管理士・シーリング技術管理士の検定講習会場、試験日程が確定
しました。６月８日㈭～６月10日㈯の３日間、大阪会場（天満研修センター（大阪市北
区)）と東京会場（東京ファッションタウンホール（TFTホール）(東京都江東区)）の
２会場での開催となります。
是非とも多数のご応募をお待ちしております。詳細は日本シーリング材工業会ホームペー

ジへ４月上旬掲載の予定となっておりますので、ご覧いただけますようご案内申し上げます。
それでは、今年一年、皆様にとりまして幸多き年となりますことをお祈りいたします。

日本シーリング材工業会大阪支部　
支部長　 荒　井　哲　也

日本シーリング材工業会だより

日本シーリング材工業会だより
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新年あけましておめでとうございます。
新しい年である2023年が始まりました。
皆様それぞれに新たな抱負を持って新年を迎えたことと思います。
新型コロナウイルス感染拡大から早３年。
ようやく光が見え始め、組合活動も再開できるまでになりましたが、ご承知の通り、
このところの原料の急騰、部品調達の停滞、withコロナの下での勤務形態の多様化など、
我々を取り巻く環境はますます変化しております。
また、日本国内だけを見ても難問が山積しておりますが、まずはこうして無事に新し
い年を迎えることができたことを感謝する気持ちだけは、毎年大切にしたいと思ってお
ります。
今年は卯年（うどし)、いわゆる兎（ウサギ）年で、十二支では４番目に数えられます。
そして卯は、時刻でいえば午前５時から７時までの２時間を、方角でいえば東を指します。
また、今年の干支は「癸卯（みずのと・う)」です。
干支の組み合わせは全部で60通りありますが、その40番目です。
癸は、甲乙で始まる十干（じっかん）の10番目で、｢植物の種子が大きさを測れるま
でになった状態」を意味します。
ウサギには「跳ねる」という特徴があるため、卯年は景気が良くなる年ともいわれて
います。
先ほども紹介いたしましたが、卯の刻は午前５時から７時の２時間を指します。
まさに、日の出とともに１日が始まる時間帯です。
夜が明けて新しい１日、１年が始まり、ウサギが跳ねるように株価も上がって、日本
経済も私たちのフューチャー会も力強く成長していく、そんな年になるといいですね。
まだまだ油断はできないものの、コロナ禍もようやく出口が見えてきたようです。
引き続き感染防止に留意しながらも、ぜひ高い目標に向かって飛躍する１年にしま
しょう。
今年も気を緩めることなく、新しい年がさらに良い年になるよう心より祈念いたしま
して、私からの年頭の挨拶とさせていただきます。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

フューチャー会会長挨拶
福　重　　誠
(株式会社セイゴウ)

フューチャー会だより
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１．開催日時　　令和４年11月９日㈬　15時～17時
２．開催場所　　Web方式開催
３．出 席 者　　別紙「青年部合同会議出欠表」に記載

　主催者の東シ協・富岡シ世会長の司会により、最初に議題 ⑴コロナ禍における各地
の市況及び対応状況が各シ協順に発表された。引き続き ⑵繁忙期・閑散期の調整及
び ⑶人材育成の２点をまとめて発表し、最後に ⑷情報交換の順で意見の交換を行いま
した。
　⑴　コロナ禍における各地の市況
　　１．東北シ協

東北では昨年２月と今年３月に大きい地震が発生した影響もあり、仙台市内で
はマンション及び病院、学校の改修がかなり多く、来年も忙しくなりそう。
戸建は建築費の高騰もあり、足踏み状態。福島は工場関係、宮城は改修がメイン。
コロナ対策として車での異動は各自別に行っている。

　　２．東シ協
関東圏は最近、忙しくなってきており、この状況は来年８月頃までは続きそう。
大型物件は来年以降も再開発計画などがある。改修も例年通りありそう。
商業施設は物流系（倉庫）が多い。マンションは建てても売れない状況で、だ
ぶついており、現状ではたたき合いになっている。

　　３．静岡シ協
この11月は繁忙で、職人が不足している。コロナ以前とあまり変わりない。公
共工事は小中学校の建替え、統合による新設が多い。また学校、県営住宅の改修
もコンスタントに発注されている。一般住宅は物価高で動きが鈍い。静岡地区の
マンションは賃貸が多いが、人口減により、需要が少なく、採算の悪化となって
いる。

　　４．中部シ協
分譲マンションの改修工事で１年中、忙しい。新築は榮地区の再開発計画で、
ホテル、複合施設の進出が予定されている。
次年度以降も新築、改修（分譲マンション等）ともに忙しくなりそう。

全国地協組の第９回青年部合同会議が開催されました

フューチャー会だより



－　 －20

　　５．関シ協
現場はコロナ対策を取り、特に問題なく稼働している。
2025年まで大型物件の計画があり、梅田の再開発、心斎橋ホテルの解体、再開
発など。万博関連の入札では資材価格上昇により落札業者がいない状況。
外国人労働者を積極的に受け入れている。

　　６．中国シ協
市況は平年並み、新築は少なめだが、改修は例年通り。
広島駅前の再開発計画はあるが、新築については他の予定はない状況。
戸建は相当な減少。コロナ禍でも現場は通常に戻ってきている。

　　７．九シ協
現場は通常に稼働している。福岡地区は分譲マンションが多く、着工の段階で
完売状態もある。福岡の再開発はスタートしていない。
熊本では大型の半導体工場が着工。ただ、材料価格（鉄等）の高騰もあり、改
修は横ばい状態。

　⑵　繁忙期・閑散期の調整及び　⑶　人材育成について
　　　冒頭、会長より北シ協青年部が廃部の報告。
　　　今後の青年部活動の活発化と人材の育成と確保について意見を交換しました。
　　１．東シ協

繁忙期・閑散期の調整について東シ協ワークシェアリングの紹介があった。
人材育成については高校卒の新規採用を定期的に行っているが、続けていくの
は半数で、辞める場合も業界に残らない。ここ数年の仕事量の減少、また高齢化
などにより職人が少なくなり、現在の忙しさに対応することが難しい。
技能実習生をミャンマーから採用している。また女性が働ける数少ない職種な
ので、活用を考えたい。

　　２．九シ協
一流の年配の職人が減ってきたので、若い人材を使っていくしかない。また女
性を増やしていくためにも、シーリングの内容が分からない人が多いので、シー
リングそのものを説明し、アピールしていく必要がある。

　　３．中国シ協
繁忙期・閑散期については他シ協と同じ状況だと思う。
今の若い職人は土日を休みたい。また収入面でも魅力がなく、防水業へ入る人が

フューチャー会だより
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少ないため、知名度をなんとかして上げたいと思うので、対策を聴きたい。
　　４．関シ協

人材の確保としての外国人労働者だが、入れてもすぐ辞める例が多いので、常
時確保に追われている。
高校への出前授業を再開し、シーリング業界をアピールしている。

　　５．中部シ協
年間を通して忙しかった。繁忙期・閑散期については、つながりのあるところ
へ応援に行くことにしている。
この業界へ新卒で入ってくる人、職人になりたい人がほとんどいないため、業
界の担い手がない状況である。年配の職人にとってシーリング撤去作業はつらい
ものがあり、この作業を技能士にさせるのはもったいない。また利益も上がらない。

　　６．静岡シ協
繁忙期・閑散期の差が大きい。新築と改修はほぼ半々。他シ協と同じく、業界

へ入ってくる人が少ないので、出前授業などを参考にしてアピールをしていきたい。
外の工事で天候次第のため、残業規制や休暇の取り方についてもどうするか。
また一人親方へのインボイス対策も状況を知りたい。

　　７．東北シ協
仙台では繁忙期には青森県などから派遣されてくる。
人材については募集しても来ないので、身内など知り合いから確保している。
他シ協に比べ、外国人労働者は少ない。

　⑷　情報交換
　　 　昨年の青年部会で野口氏（中部シ協）から発言のあったシールの10年保証につい
て意見を交換しました。

　　 　スマートシールへの対応などについて、各シ協の中で十分な話し合いを行い、今
後各シ協が互いに情報を共有していくことになりました。

　最後に、次年度開催地について、富岡会長より次回（2023年）は予定通り静岡で、互
いに直接顔を合わせて行いたいとの話があり、開催時期は９月中あるいは10月初旬頃を
予定し、来年１月に日時を決定することし、合同会議を終了しました。

フューチャー会だより
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青年部合同会議出欠表 令和４年11月９日
（敬称略）

地協組名 出　　席　　者 欠席 備　　　　考

北 シ 協 ○ 青年部廃止のため不参加

東北シ協 石井　孝典 青年部

東 シ 協
富岡　大和 佐藤　暢晃 氏家光太郎 シ世会会長・副会長・副会長

斗成　裕生 副会長

静岡シ協 轟　　正人 青年部部長

中部シ協 野崎　剛史 青年部部長

富山シ協 ○

石川シ協 ○

関 シ 協 埜田　善将 副会長

中国シ協 林　　貴博 青年部部長

四国シ協 ○

九 シ 協 松隈　智光 青年部会長

出席者計 10名

 担当　日シ工連　柴田　一平

フューチャー会だより
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おめでとう！ シーリング防水技能士誕生
令和４年度 シーリング防水技能検定合格者

令和４年度技能検定、防水施工（シーリング防水工事作業）の合格者が令和４年９月
30日に発表されました。
本年度合格者（関シ協会員外含む）は１級合格者が59人（67.05%)、２級が３人
（60.00%）でした。

１級合格者（関シ協会員）敬称略

２級合格者（関シ協会員）敬称略

合　格　者 会　社　名
1 グエンバントウアン ㈲ミツヤマ

合　格　者 会　社　名
1 栗原　隆弘 新和化工㈱
2 上辻　達司 新和化工㈱
3 中川　　新 大阪アルファ産業㈱
4 松本　　翔 ㈱大阪シール
5 衣川　龍斗 大阪ユニロン㈱
6 西田　康雄 共立産業㈱
7 渡辺　拓磨 ㈱大協建材
8 藤田　　昂 日本化成工業㈱
9 中口　友太 ㈱美作
10 山崎　達史 ㈱美作
11 大山　憂貴 ㈲京阪防水
12 植松　翔也 宝シール工業㈱
13 福永　　翔 ㈱住吉技研
14 原田　拓人 大阪みどり技研㈱
15 青地　耕平 大阪みどり技研㈱
16 山本　一彦 大阪みどり技研㈱

合　格　者 会　社　名
17 太田　義隆 ㈱テン
18 西原　　裕 ㈱寝屋川シール
19 光山　　貴 ㈲ミツヤマ
20 岩西　宏和 ㈱テイエム技建
21 中野　二郎 ㈱ゼネラル
22 平松　春馬 山﨑工業㈱
23 長谷川　翔 ㈱コタニ
24 矢田　　尽 ㈱コタニ
25 松永　健司 ㈱コタニ
26 幸野　　真 ㈱エヌシステム施工管理
27 瀬戸　靖央 ㈱埜田建商
28 小西　俊史 ㈱髙田工業
29 屋嘉部拓弥 ㈱ミツケン
30 仁王　翔太 ㈱ＡＬＴＥ

組合ニュース＆インフォメーション
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行事予定・会員の動き

１）令和４・５年度行事予定

　○第９回シーリンググランプリ

　　年月日　令和５年３月25日㈯
　　場　所　 尼崎リサーチ・インキュベー

ションセンター

　○第45回通常総会

　　年月日　令和５年５月26日㈮
　　場　所　ホテルモントレ大阪

　○シーリング技能士学科講習会

　　年月日　令和５年７月28日㈮
　　場　所　エルおおさか

　○シーリング技能士検定講習・試験

　　講習年月日　令和５年８月５日㈯
　　試験年月日　令和５年８月６日㈰
　　場　　　所　ハナミズキホール
　　　　　　　　（水の館ホール）

２）組合員・事務局の動き

　〇新入組合員

　　令和４年４月
　　　エイ・アール工事㈱：
　　　　代表　杉浦　　渉
　　令和４年７月
　　　㈱大木技研：
　　　　代表　大木　健宏

（組合員）
　新社長
　　令和４年10月
　　　エイ・アール工事㈱
　　　　代表取締役　杉浦　太樹

　新社長
　　令和５年１月
　　　㈱ゼネラル
　　　　代表取締役　井垣　泰輔

（事務局）
　新規採用
　　令和４年６月
　　　　事務局長　杉本　洋一

関シ協NEWS Vol.118
2023年３月発行
発行　関西シーリング工事業協同組合
　　〒540‒0012 大阪市中央区谷町4‒4‒13
　　　　　　　　（エフクレスト２階202号)
　　℡  06（6946）2226　℻  06（6946）2227
編集協力・印刷　川西軽印刷㈱

組合ニュース＆インフォメーション
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皆様、日々の業務お疲れ様です。
事務局長として令和４年６月からお世話になっております、杉本です。
コロナウィルス感染症に支配されて丸３年となりますが、５類への移行が閣議決定さ
れたこともあり、なんとか３年前の状態に戻りつつあるようです。
しかし、私見ですが、マスクはまだまだ、外すことが出来ないのではないかと感じて
います。

昨年の８月に実技講習（ミニトライアル）と実技試験により「シーリング防水工事作
業」を初めて経験させていただきました。
そして、11月にはシーリング・スクールの実施、令和５年１月には出前講座の実施に
関わることが出来、さらに見識を深めることが出来たと思います。
まず、下地処理、バックアップ材の取り付け、テープ養生、プライマーの塗布、シー
リング材の充填と打ち込みなど、シーリング防水工事の一連の作業を３度、しっかり見
ることができました。
見ている範囲ではそんなに難しさを感じませんが、実際にやってみると相当難しく、
熟練の技が必要となる作業です。皆さん、やっぱり凄いです。

各種イベント（実施事業）について、広報委員会を通して、ホームページへの掲載を、
できる限り早くを心がけておりますが、なかなかそうはいかないのが現実です。
前述の３つのイベントについては、新着情報として既に掲載済みですので、ぜひご覧
になってみてください。

３月25日には第９回全国シーリンググランプリが開催されます。
そして、５月26日に通常総会が開催され、これで、お世話になってからようやく１年
となります。
最後になりますがまだまだ経験不足、知識不足でご迷惑をお掛けすると思いますが皆
様に支えられながらしっかりと業務にあたりたいと思いますのでご指導、ご鞭撻のほど
宜しくお願い致します。

 関西シーリング工事業協同組合
 事　務　局　　杉　本　洋　一

編　集　後　記
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龍
雄
（
㈲
京
阪
防
水
）

　
SI
-G
P担
当
　
理
事

　
　
小
西
　
功
倫
（
㈱
ム
ツ
ミ
技
研
）

シ
ー
リ
ン
グ
技
能
検
定
試
験
に
関
す
る
事
業

関
西
シ
ー
リ
ン
グ
工
事
業
協
同
組
合
組
織
表

運
営
企
画
委
員
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委
員
会
所
属
会
員
表

理
事
長

藪
内
　
俊
則

阪
南
工
業
㈱

副
理
事
長

三
橋
　
一
弘

㈱
大
協
建
材

副
理
事
長

萬
谷
　
　
誠

関
西
シ
ーリ
ン
グ
工
業
㈱

専
務
理
事

竹
田
　
幸
平

シ
ー
レ
ッ
ク
ス
㈱

相
談
役
理
事

伊
藤
　
昌
宏

大
阪
ユ
ニ
ロ
ン
㈱

監
　
事

木
寺
　
玄
太

共
立
産
業
㈱

監
　
事

光
山
　
一
龍

㈲
ミ
ツ
ヤ
マ

統　 　 括　 　 　 理 事 長　 　 藪 内 俊 則　 　 阪 南 工 業 ㈱

運
営
委
員
会

委
　
員
　
会

担
当
理
事

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
　
　
　
　
　
員

副
理
事
長

三
橋
　
一
弘

㈱
大
協
建
材

総
務
委
員
会

＊
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
会
担
当
西
原
　
芳
博

㈱
寝
屋
川
シ
ー
ル

福
重
　
　
誠

㈱
セ
イ
ゴ
ウ

髙
田
　
哲
也

髙
田
工
業

竹
田
　
宙
司

㈱
大
阪
シ
ー
ル

亀
井
　
一
身

昌
栄
亀
井
㈱

横
田
　
幸
夫

㈱
住
吉
技
研

岸
　
　
勝
美

㈱
勝
友
商
会

小
澤
　
　
均

㈱
功
容
技
研

徳
重
　
永
久

徳
重
商
会

購
買
委
員
会

志
水
利
一
郎

㈱
東
光
商
会

山
越
　
章
良

㈱
美
作

政
岡
　
政
広

㈱
政
岡
工
業

松
下
　
公
俊

日
本
化
成
工
業
㈱

小
林
　
　
明

㈱
シ
マ
ザ
ワ

菊
田
　
浩
輔

㈱
伏
見
工
業

森
下
　
泰
視

㈲
朝
日
防
水

西
村
　
康
男

㈲
ニ
シ
ム
ラ

樽
井
　
　
論

㈱
C.
T
.I
.

副
理
事
長

萬
谷
　
　
誠

関
西
シ
ーリ
ン
グ
工
業
㈱

活
路
開
拓

　
委
員
会

出
前
講
座

担
当

蛎
崎
　
龍
徳

㈲
京
阪
防
水

笹
﨑
　
伸
司

㈲
豊
栄
シ
ー
ル

埜
田
　
善
将

㈱
埜
田
建
商

山
﨑
　
雄
三

宝
シ
ー
ル
工
業
㈱

小
谷
　
進
作

㈱
コ
タ
ニ

平
井
　
正
法

㈱
七
星

SI
-G
P

担
当

小
西
　
功
倫

㈱
ム
ツ
ミ
技
研

松
山
　
直
生

㈱
松
山
工
業

笹
岡
　
裕
次

㈱
笹
岡
商
会

廣
瀬
　
永
昌

㈱
N
S技
研

真
野
　
晃
平

㈱
A
LT
E

技
能
検
定

　
委
員
会

運
営
担
当

家
本
　
浩
志

㈱
和
歌
山
シ
ー
ル

信
川
　
靖
司

㈱エ
ヌシ
ステ
ム施
工管
理
松
島
　
清
泰

㈱
テ
イ
エ
ム
技
建

𠮷
川
　
秀
樹

㈱
𠮷
川
美
装
商
事

中
濱
　
英
一

㈱
特
殊
技
研

谷
村
　
充
功

㈱
ミ
ツ
ケ
ン

濱
田
　
直
己

㈱
ナ
オ
テ
ッ
ク

石
川
　
一
久

大
阪
み
ど
り
技
研
㈱
榎
村
　
　
孝

山
﨑
工
業
㈱

今
中
　
　
健

㈱
光
シ
ー
ル

恩
田
　
　
龍

㈱
恩
田
工
業

検
定
担
当

坂
中
　
宗
洋

エ
マ
ー
ル
工
業
㈱

光
山
　
一
龍

㈲
ミ
ツ
ヤ
マ

佐
藤
　
隼
人

㈱
海
人

小
坂
田
英
樹

㈲
小
坂
田
技
研

大
木
　
建
宏

㈱
大
木
技
研

専
務
理
事

竹
田
　
幸
平

シ
ー
レ
ッ
ク
ス
㈱

教
育
委
員
会

森
本
　
美
文

㈱
日
建
テ
ク
ノ
ス

佐
伯
　
忠
雄

㈱
大
阪
防
水
工
業
所
青
木
　
保
浩

㈱
テ
ン

上
田
　
正
義

㈱
大
一
防
水
工
業

米
澤
　
三
男

浜
建
工
業
㈱

周
　
　
東
晃

棚
田
建
材
㈱

長
山
　
正
夫

㈱
ナ
ッ
ケ
ン

高
橋
敬
一
郎

㈱
高
建

杉
浦
　
太
樹

エ
イ・
ア
ー
ル
工
事
㈱

広
報
委
員
会

竹
内
　
芳
雄

K
Sホ
ー
ム
㈱

内
田
　
雅
之

大
阪
ア
ル
フ
ァ
産
業
㈱
宮
地
　
健
志

新
和
化
工
㈱

上
田
　
正
一

山
陽
シ
ー
ル
工
業
㈱
前
原
　
一
彦

㈱
前
原
シ
ー
リ
ン
グ
本
田
　
　
力

㈱
芝
建
設

井
垣
　
泰
輔

㈱
ゼ
ネ
ラ
ル

木
寺
　
玄
太

共
立
産
業
㈱

石
原
　
克
人

㈲
石
原
工
業

金
田
　
哲
郎

㈱
ゴ
ー
ル
デ
ン
技
工
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関西シーリング工事業協同組合フューチャー会組織表
会　長 ㈱ セ イ ゴ ウ 福重　　誠
副会長 ㈱ 埜 田 建 商 埜田　善将

委　　員　　会 委　　　　　　　員

総 務 委 員 会 埜田　善将
福重　　誠

㈱埜田建商
㈱セイゴウ

運営調査委員会
川瀬公太郎
赤瀬　孝司
森下　泰視

山﨑工業㈱
㈱光シール
㈲朝日防水

教 育 委 員 会
山内　俊輔
松山　直生
田口　敏夫

㈱大協建材
㈱松山工業
㈱政岡工業

購 買 委 員 会 佐伯　浩一
松島　清泰

㈱大阪防水工業所
㈱テイエム技建

市場対策委員会
坂中　真二
立石　航一
金田　大輔

エマール工業㈱
㈱東光商会
㈱ゴールデン技工

広 報 委 員 会
新谷　伸彦
植田　真一
小林　弘成

宝シール工業㈱
髙田工業
㈱美作

活路開拓委員会
廣瀬　永昌
平井　正法
藤田　和樹
真野　晃平

㈱ＮＳ技建
㈱七星
㈱海人
㈱ALTE

技能検定委員会

坂口　正吾
谷村　充功
徳重　満久
濱田　直己
薮内　優希

KSホーム㈱
㈱ミツケン
徳重商会
㈱ナオテック
阪南工業㈱

賛 助 会

岡橋　広士
川西　龍平
佐野　将史
島　　考臣
井原　　潤
松山　太初
森口　大輝
内堀　　魁
森浦　雄介
竹谷　直哉

ジャパンマテリアル㈱
ジャパンマテリアル㈱
サンスター技研㈱
サンセフティリース㈱
コニシ㈱
日本ビソー㈱
㈱ダイフレックス
セメダイン㈱
シーカ・ハマタイト販売㈱
カモ井加工紙㈱

な に わ 会

西山　　竜
上田　康裕
戸倉　秀利
山田　　学
秋葉　知温
河村　康平
吉田　　拓

フヨー㈱
㈱前田精市商店
モリシタ化学産業㈱
㈱宮崎
アジック㈱
化研マテリアル㈱
㈱ツダ
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関西シーリング工事業協同組合
〒540‒0012 大阪市中央区谷町４丁目４番13号　TEL 06‒6946‒2226　FAX 06‒6946‒2227
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賛　助　会　員

𠮷
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なにわ会会員



　関西シーリング工事業協同組合は、関西に在するシーリング防水工事業者が、中小

企業等協同組合法に基づいて結成した協同組合です。

＜目　的＞

　建築専門工事業種の内、防水工事・シーリング工事は近年に於ける建築物の高層化

複雑化及び材料の多様化に追随して、日進月歩の専門知識と技術力を必要としていま

す。

　組合活動を媒介として、近代建築に於ける防水工事・シーリング工事の重要性を自

ら自覚すると共に他からの認識を促し、トッププロとしての職能で社会に貢献します。

　防水工事・シーリング工事業者が自らの業種を近代建築に於いて欠かせない専門工

種として、次世代の建築界に伝えていく為の研鑽と活動の場所が関西シーリング工

事業協同組合（関シ協）です。

＜活　動＞

　①　関連諸団体と連携のもとに、上部と組合員相互へ、大切な情報の伝達をしてい

ます。

　②　組合員・所属員への知識の普及と技術の向上を図る為の、研修会をしています。

　③　各種資格試験の、受験の窓口をしています。

　④　消耗品、機械工具、副資材などの共同購買により組合各社の経費節減及び、多

情報により、関連商品の開発を促し業界の進歩に貢献しています。

　⑤　日本シーリング工事業協同組合との連合で、10年の瑕疵漏水保険を作り組合各

社の経営を磐石なものとし、発注条件に、信頼感を与えて受注に繋げています。

　⑥　組合企業用賠償保険、所属員の生命保険、障害保険を団体契約することで、コ

ストダウンになり、組合員各社に利便を供しています。

　⑦　青年部会を組織指導して、次世代の建築シーリング部門を担う若者を育成して

います。

　⑧　ゴルフコンペ、新年会、懇親会などを開き会員同士の親睦を図り、協力しあうア

ンダーグランドをつくっています。

　⑨　広報誌「関シ協ニュース」を発行しています。

関西シーリング工事業協同組合（関シ協）の概要




